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３３  作作業業学学習習部部会会のの研研究究  

  

（１）研究の目的 

  

第６次研究の主題である「社会の変化に対応できる力を育てる実践的研究」の必要性は昨今の経

済・社会情勢（具体的には本校生徒の進路先が多い道南地域の雇用状況など）や卒業生の事例から、

喫緊に求められているところである。「社会の変化に対応できる」生徒とは、本校の目指す生徒像

である「豊かな心と健やかな体をつくる生徒」、「希望に向かって努力する生徒」「自ら判断し行動

する生徒」とし、教育課程の 1つである作業学習を振り返り、見直すことに取り組んだ。 

昨年度は、日々の作業学習におけるねらいや指導内容、その授業を受けた生徒の変容も含めた授

業の様子をまとめて授業後に振り返ることのできる様式を、これまで使用していた授業略案をもと

に改善して作成した。その結果、各学科で統一された評価様式を完成させることができた。その中

で、生徒の変化にきめ細やかに気づくことができるようになり、各学科の指導重点を授業計画に反

映させながら立案し、生徒の課題を常に意識しながら指導できるようになった。そこで今年度は、

昨年度作成した評価様式に修正改善を加えながら、授業実践を中心に取り組んでいくこととした。 

修正改善した評価様式を今養版キャリアプランニングマトリックス（以下『マトリックス』と略

す）に照らし合わせ、授業を展開し助言等を受けながらＰＤＣＡのサイクルに繰り返し取り組んで

いくことで、生徒が自己認知を深め自分自身で課題を解決する能力がより身につけられるとともに、

職員の生徒理解が深まり３年間を見通した系統立てた指導が可能になること、また、より一層の授

業における指導力向上にもつながることが考えられる。 
以上のような観点から学校教育の目標を達成し、授業実践を行うことに重点を置き、キャリア教

育実践を深めるべく、本主題に設定した。 
 

 

（２）研究の内容と方法 

 

  ○ 研究推進委員会より示された、本研究の目的、ねらいを部会内で確認し、全体周知を行った。 

     また、意見交換を行いながら評価の在り方について適宜話し合いを進めた。 
（社会の変化に対応できる力を身につけさせるための授業展開と授業改善） 

  ○ 各学科で昨年度作成した評価様式を今年度活用し、改善ポイントなどを話し合いながら、前

期にかけて評価様式の改善・修正を行っていった。 

（各学科の特性もあり、現在の各学科独自の様式を作成） 

  ○ 各学科で改善修正された新たな評価様式を作成し、授業で活用したときの使いやすさ、改善 

点などについて授業者および部会内で検討し、周知を図っていく。 

  ○ 実際の授業に活用しながら、適宜、授業者間で話し合いを行い、部会内で進捗状況を確認し、 

学科内でも進捗状況を共有することに努めた。 

 

 

（３）推進計画 

 

６～７月  評価様式の改善・修正に向けて 

･･･各学科で昨年度作成した評価様式について、改善・修正に向けて検討し、修正版作成。 

９～１１月 評価様式の改善・修正に向けて 

･･･各学科で改善・修正された評価様式を使用しＰＤＣＡを意識した授業を行い、再度改
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善・修正に向けて検討し、修正版作成。 

１２～１月 公開授業・協議会 

･･･各学科、改善・修正された評価様式を活用して公開授業を行い、協議を行う。 

２月    研究のまとめ 

･･･評価様式についてまとめ。 

 
 
（４）研究の実際 

 

産業科 

○昨年度、２つの評価様式のうちから個別の指導目標を載せた様式を使用して今年度の研究

を進めていくこととなった。 
○決定された評価様式には個別の指導目標の他に目標達成のための手だても併記されてお

り、どのような方法で目標を達成しようとしているのかが一目でわかる様式となっていた。 
○ＳＴの提出した記録を参照しながらＭＴが評価を記入し、これを個別の指導目標、手立て

と並べたことで、その日の指導を振り返ることができる様式であった。 
○しかし、次のような課題があった。 
①評価欄に表記された文章から作業学習中の作業面と態度面の力の定着度合いを読み取

る努力が必要である。 
②マトリックスの観点と指導の重点とを表中で対応させ、どの重点について指導できたか 
指導者が授業後に自己評価するものとしていたが、その自己評価をどのように授業に取 
り入れるのかが明確に示されておらず、略案には本時の目標を記す欄もないため、とも 
すれば授業のねらいが見えないまま授業づくりを進めることになる危険性がある。 

○そこで、旧様式（資料１）を見直した新様式（資料２）を作成して授業改善を図り、具体 
的には次のようにして授業改善を意識できるようにした。 

      ①個別の指導目標、手立てを簡潔に記すようにし、作業面と態度面それぞれを評価できる 
枠組みにする。 

      ②生徒の評価をもとに、前時の授業の目標を評価する。 
③前時の生徒の評価、授業の目標の評価をもとに本時の目標を決める。 

      ④指導の重点（マトリックスの観点と対応済）は授業者の自己評価としてではなく、授業 
者が単元を設定する際にどこに重点を置くかを明確にするためのツールとして活用す

る。 
 

農業科 

○昨年度作成した評価様式（資料３）を１学期かけて使用し、PDCA サイクルを意識したよ

りよい授業や評価につながるように評価様式の改善修正点について話し合った。 

○話し合ったポイントとして 

①「授業記録と評価について」 

②「個別指導目標と重点目標（マトリックスと学科の重点目標とリンクしたもの）の評価

について」 

③「評価（通知表）との兼ね合い」の３点が上げられた。 

     ○昨年度の評価様式（資料３）作成時点では、学科の指導の重点を記載し、その日の授業で

は特にどの重点に重きをおいて指導するのかを明確にした点と、指導の重点に対しての授

業者自身の評価と生徒個人個人の評価を３段階評価で行っていた。これらを改善した方が

よいという話し合いポイントが上記の①②である。改善ポイントとして、通知表に記載さ
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れている作業学習の個別の指導目標に対する評価（到達度）も評価する項目に追加し、３

段階評価を５段階評価で数値化して、生徒の変化や指導目標の適正について考える一つの

指標となるようにした。（資料４-１） 

     ○日々の評価の積み重ねが、長いスパンでの生徒の変化や指導目標の適正について考える材

料にならないか、また通知表に生かせないかという話し合いポイントが上記の③である。

改善ポイントとしては、新たに月別に評価できる様式を作成し、日々５段階で評価を数値

化している数値を、月別単位で平均値を出し、月別の平均値を比べることで、生徒の変化

を分かりやすい形にし、指導目標が適正であるか考える材料とした。（資料４-２） 

     ○改善した評価様式（資料４-１、２）を２学期にかけて使用し、公開授業も行いながら活用

していった。 

 

家庭科 

○昨年度、学科として統一した評価様式を作成した。生徒全員分の一週間程度の評価を記入

する評価様式は、担当する生徒の前時の様子がわかったり、重点的に指導する点や指導方

法をまとめて確認することができ指導に生かすことができている。 

○この評価様式は Excel ファイルで、その日の授業で担当した生徒の様子を入力している。

授業に入る指導者は複数いるが、一人ずつしか入力できないため、同時に入力できる様式

の作成を行った。(資料５、６) 

 

 

（５）成果と課題 

 

産業科 

【成果】 

○前時の評価から本時の目標を設定する流れにしたことで、ＭＴはより授業改善を意識し、

何を重点に指導したいのかをＳＴと共通理解した上で授業ができるようになった。 

○個別の指導目標、手立てが簡潔にまとめられており、その内容が理解しやすくなった。 

○見開きの形式であるため、日々の目標の到達度合いを感じることができる。 

○生徒の評価が作業面と態度面に記されていることで、その生徒の定着度がより見えやすく 

なった。 

 

【課題】 

○単元の設定と、その単元でどこに指導の重点を置くかを定めること。 

○この評価・略案様式を使用してよりよい授業づくりを進めるため、継続して指導者が互い

の授業を見合ったり、話し合いを重ねたりしていくこと。 

○個別の指導目標と手立てを、作業面と態度面の２つの視点から設定すること。 

 

農業科 

【成果】○昨年度同様、授業の指導重点や個別の指導目標が常に記載されているので、毎時間意識す

ることができる。 

    ○授業記録をこまめに取る習慣がつき、生徒の作業実態が振り返りやすくなった。 

    ○生徒評価を数値化することで、目に見えて生徒の課題が分かりやすくなった。 

    ○授業者自身の評価では、授業の指導重点項目をより明確化することでよりポイントを絞っ 

      て振りかえることができるようになった。 
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【課題】○生徒評価を数値化したことで、生徒の目標達成度や課題が分かりやすくなったが、評価そ

のものが、授業者や指導者の主観での判断になっているので、基準が不明確で記録者によ

って判断基準が変わる恐れがある。（指導者間の評価基準の統一が難しい） 

○昨年度同様、農業科の特性上、天候によって作業種を突如切り替えたり、作業種を分けて

行わざるを得ないときがある。そのため、作業種が変わると重点項目が変わったり、指導

者が分かれて指導することがあり、評価がつけにくいときがある。 

○生徒の進路別にグループで作業することもあり、現在の評価様式だと一律に重点項目の設

定になってしまう。 

 

家庭科 

【成果】○昨年度同様、個別の目標が記載されていることで、それを見た指導者が個々の生徒の課題

とするところを常に意識して授業に取り組めたことに加え、授業後の評価への活用にもつ

ながった。 

    ○授業によって担当教員が変わっても、生徒の課題とするところを意識した継続的な指導に

もつながった。 

    ○複数の指導者が同時にデータ入力できる様式に改善したことで、業務の効率化が図られた。 

 

【課題】○マトリックスにより、指導者はキャリア教育の視点で授業つくりを行うようになった。し

かし、そもそもキャリア教育とは、生徒が主体でなければならない。生徒の自立、自発性、

自己選択や自己決定などを意識した取り組みでなければならない。そこで、指導内容表（学

習指導要領や他校の指導内容を参考に作成した各教科領域ごとの指導内容を本校独自で

まとめたもの）をキャリア教育(まずは４領域)のどの部分に当てはまるかを整備していく

ことで、生徒一人一人のキャリア発達につなげられるのではないかと考える。 

     ○各授業においての指導の重点の評価は、授業者の自己評価だけではなく、授業に入ってい

る他の指導者も評価をし、記入できるようになると更に授業改善につながると思われる。 
 
 

 

このように、本研究を通してのこの一年間は各学科ともに授業改善のための取り組みを行った２

年目であった。昨年度の反省を踏まえ、各学科とも創意工夫で評価様式の改善に努め、授業改善に

励み、一定の成果をあげることができた。しかし、今後もよりよい授業実践が行われるためには、

全職員が同じ目的をもって取り組むことが不可欠である。そのためには、日々確認の場を設け、み

んなで知恵を出し合って授業改善に努めていくことが必要である。 
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平成26年度 産業科2年 作業学習（5回目） 授業メモ 

日 時 平成２６年 ４月１７日（木）13 : 00 ～ 14 : 30 場所 窯業室 指導者 ・田中  高橋  小林睦 

単 元 名 オリエンテーションおよび復習 題 材 名 粘土練り・粉砕・やすりがけ・木の葉皿の成型 

時刻 学習活動 教材・教具 

１３：００ ・作業服（エプロン持参）で窯業実習室に集合、手洗い 作業の用意  
・始業あいさつ（日直号令） 

「気をつけ」「これから作業を始めます。」「礼」「田中先生、お願いします。」  
  田中 ⇒ ４日間の作業を終えて 

 「やる気、元気、根気」 
本時の内容の説明 
「ほう、れん、そう」は社会人として当たり前！ 

 「手早く」「ていねいに」「声かけ」＋「応える」「協力して」「状況判断」 

＜生徒服装・持ち物＞ 

・作業服・作業ファイル 

・筆記用具・エプロン 

 

１３：１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１３：５７ 

＜粘土練り・粘土再生＞ ３年生側作業台奥にて ※田中先生 
  Ｂ・・・粘土練り（白土）、粘土再生（赤土） 
  Ｇ・・・粘土切り（黒土）、粘土再生（赤土） 
Ｈ・・・粘土切り（黒土）、粘土再生（赤土） 

     ※時間に余裕があれば、木の葉皿の成型 
 
<粉砕> 赤土（５０分間） 作業室１にて ※髙橋先生 
  Ｃ Ｄ Ｉ 
    ※時間に余裕があれば、コーヒーカップのやすりがけ。 
 
＜やすりがけ＞ コーヒーカップ 作業室１にて ※小林睦先生 
  Ａ Ｅ Ｆ 
 
 
＜あとかたづけ・掃除＞  （掃除は２３分間で、必ず終わらせる！） 
  Ｃ Ｄ Ｆ Ｉ・・・作業室１の掃除 
  Ａ Ｅ・・・窯業室の掃除に加わる 

 

１４：２０ ＜反省＞ 
全体の反省 
日直号令 「気をつけ」「これから反省を始めます。」 「礼」   
「田中先生、お願いします。」 

 

１４：３０ 
 

・終業あいさつ 
  「気をつけ」「これで作業を終わります。」「礼」「お疲れ様でした」 
・退室あいさつ、タイムレコーダー 

 

授業記録 

☆ 

作業の様子 

 
Ａ 

やすりがけ途中のコーヒーカップを２つ完成。全体的に集
中して行っていた。中の側面にできたでこぼこを１８０番
で滑らかにすることができず、職員にすぐ聞くことができ
ている。以降は８０番で滑らかにすることができた。また、
EやＦにやすりのかけ方を教えていた。掃除の際にも、周囲
を見て指示を出していた。 

 
  Ｆ 

初めてのコーヒーカップのやすりがけではあったが、誰
にも聞かず作業に取り組んでいた。Ａに底からかけるこ
とを促されかけているが、以降も自分から聞くことはな
かった。Ａ、Ｅの様子を見て行ったり、Ａの完成させた
ものを見てやすりがけを行っていた。側面と取手部分を
行って終了している。掃除の際にはモップがけを行った
が、ゴミを確認せずにやって残っていたので職員から指
摘されている。 

 
  Ｂ 

赤土のくず粘土を 1.0 ～1.5cm 程度四方の大きさに手で砕
く作業（粘土再生）に２５分間ほど楽しそうに取り組む。 
バレンタインデーの手作りチョコのために割っている気持
ちだったという。カップの底板と思われるほどに厚い粘土
もあったが無言で取り組む。白土の再生（昨日から続いて
いる粘土練り）も水を加えてから手が滑ってやりにくくな
り、田中先生が２０回ほど煉って交代。その後は順調。粉
砕チームが洗い忘れている洗面器類を洗いを買って出る。 
後片づけに全く問題は見られない。 

 
  Ｇ 
 

赤土のくず粘土を 1.0 ～1.5cm 程度四方の大きさに手
で砕く作業（粘土再生）に取り組む。「固い…」「手が…」
などと言いながら取り組んでいたが、キズ絆創膏がどう
のこうのといった言葉も出なくて良い状況である。砕い
た後、水に浸した時には興味津々。黒土をそぎ切る作業
では、Hがやりにくいだろうと判断して立ち位置を替え
ていた。後片づけにも問題なく取り組んでいた。 

 
  Ｃ 
 

粉砕量６３０ｇ。 

３人の中で唯一最初から最後まで片手を洗面器に添え、丁
寧に行っていた。 

自分の使用した道具を洗わず、他の掃除をしていた事に対
し注意が入る。また、洗い残しをＤに注意されていた。 

 
  Ｈ 
 

赤土のくず粘土を 1.0 ～1.5cm 程度四方の大きさに手
で砕く作業（粘土再生）に黙々と取り組む。 

黒土を削ぎ切る作業では「柔らかい粘土ではないので、
できるだけ薄く切り取るように」との指示を忘れている
のか、それとも、それが可能な限りに薄く切っているの
か、明らかに力いっぱい切り糸を引いているように見え
たので、再度、田中先生から指示を出された。 

 
  Ｄ 

粉砕量６５０ｇ。 

明るく大きな声を意識出来ていたので、今後は「まーす」
と語尾高で間を伸ばさない話し方があるといい。作業は残
り１分となると力強く粉砕出来た反面、机に手を付いてい
たり、無駄な動作が多い。 

準備から片付けまで優しく教え、指揮を取っていた。 

 
  Ｉ 
 

粉砕量９４０ｇ。途中、避難訓練が入ったものの、すぐ
に気持ちを切り替え一心不乱に作業できていた。 

１キロに到達したいという意欲が強く表れていた。準備
は２回目だからと言い訳せず積極的に周りに聞いてい
た。しかし、掃除では自分の使用した道具を洗わずに別
の掃除をしていた事に注意が入る。 

 
  Ｅ 

時間をかけて１つやすりがけし未完成。丁寧に作業をして
おり、わからないところは積極的にＡに聞いて行っていた。
やすりがけ自体は手早く行っているが、1箇所に時間を費や
してしまっている。 

  
 
 
 
   

資料１ 
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No. マトリックスの観点 指 導 の 重 点 評価 

１ 【職業】 正しい手順や方法で作業を行い、集中力や作業に必要な体力などの基本的な能力を身につけさせる。  

２ 
【職業】 
【コミュニケーション】 

あいさつ、返事、報告などの作業をするのに必要な基礎となる力を身につけさせながら、仲間と協力して 
取り組む姿勢を育てる。応対の仕方など基本的な行動様式を育成する。 

 

３ 【心と体】【知識・技術】 健康・安全指導を徹底するとともに、整理整とん、清掃などの習慣を育成する。  

４ 【知識・技術】 生産から販売、納品までの流通過程の学習を通し、流通の仕組みを体験させ、働く喜びや意欲の向上を図る。 なし 

５ 【自己理解】【職業】【自己内省】 「作業強化日」「現場実習」を通し、自ら課題を理解するとともに、課題解決への意欲を高める。 なし 

６ 【職業】【知識・技術】 販売学習を通し、実践的な態度や勤労意欲を育成する。 なし 

 評価の基準  ◎…達成できた  ○…おおむね達成できた  △…改善の余地がある 

 個別の指導目標 手だて 評価 備考 

Ａ 

・時間いっぱい集中して作業に取り組み、
製品の細部に至るまで丁寧に扱うことがで
きる。 

・仲間同士で言葉をかけ合い、それに応え
たり、時には指示を出すなど、協力して作
業に取り組むことができる。 

作業における本人の課題を理解させ
ながら取り組ませる。 

効率良く仕事を進めるために、仲間と
応答し合い、本人から指示を出して協
力することが必要であることを理解さ
せて取り組ませる。 

やすりがけのような単純な作業では、途中でミ
ズをすることもなく、最後まで集中することが
できる。 
やすりがけは得意な作業であり、仲間にも余裕
を持って説明する力がある。 
 
    

 
 
 
 
  

Ｂ 

・返事や報告をする際の声の大きさを意識
しながら作業に取り組むことができる。 

・仲間にアドバイスするなど仲間同士で協
力しながら作業を進めることができる。 

将来の自立とともに作業の際の本人の
課題を意識させながら、改善に向けて
取り組ませる。 

 一緒に作業を進めている仲間ととも
に、助ける場面も考えながら作業に取
り組むことができる。 

粘土練りや粘土の再生作業は前回から楽しく取
り組むことができている。 
自分たちの後片づけ以外にも気持ちを向けるこ
とができるほど、周囲に目を配る力があるため、
片づけていない道具を見つけるとそのままにし
て置くことができないほど積極的である。 
 

 
 
 
 
  

Ｃ 

・作業での自分の課題を理解して、その課
題を意識しながら作業に取り組むことがで
きる。 

・仲間同士で声をかけ合い、それに応えな
がら協力したり、状況を見て作業や後片付
けを自分から取り組むことができる。 

本人の課題を掲示するなど、作業時
間中にいつでも意識できるようにして
取り組ませる。 

いろいろな作業場面において、本人が
必要だと判断する作業を教師とともに
考えながら取り組ませる。 

使った道具から目を離して他の作業に取り組む
ような場合、洗わなければならない道具の存在
を忘れてしまう。 
気づくような支援（視覚的な）方法が必要な生
徒である。 
 

 

Ｄ 

・作業工程中の細かな作業をていねいに行
いながら、作業場に合った声の大きさで返
事や報告をすることができる。 

・仲間同士で言葉をかけ合い、それに応え
ながら協力して作業に取り組むことができ
る。 

作業に最後までていねいに取り組ま
せるとともに、報告や返事の声の大き
さが求められる理由を教師と考えなが
ら改善できるように支援する。 

早く作業が終わるために、仲間と応答
し協力することが必要であることを理
解させ、取り組ませる。 

本日の粉砕はそれほどではなかったようである
が、全体的に見ると、作業中に一生懸命取り組
もうとする意欲がほとんど感じられない。むし
ろ、辛い作業から遠ざかって楽をしようと考え
ているように見受けられる。 
 
    

 

    

Ｅ 

・製品の完成までの時間を短縮するように
意識して取り組むとともに、大きな声で返
事や報告をすることができる。 

・仲間同士の言葉に応えたり、自分から提
案したりして、協力して作業に取り組むこ
とができる。 

作業の仕上げまでの時間を短縮した
り、返事や報告の声の大きさが必要と
される理由などを考えさせながら取り
組ませる。仲間からの声かけを待つだ
けでなく、自分からも声をかけて作業
に取り組む理由を教師と考えながら繰
り返し取り組ませる。 

ようやく「手早く行う」ことに意識を向けるこ
とができるような雰囲気を醸し出してきた。 
しかし、連日、そのような様子を表出できるよ
うにならなければならない。 
 
 
    

 
 
 
 
  

Ｆ 

・他人の作業を気にせず、よそ見をしない
で作業に取り組むことができる。 

・仲間同士で声をかけ合い、それに応えな
がら協力したり、状況を見て作業や後片付
けを自分から取り組むことができる。 

他人のことよりも自分の作業に意識
を持たせて取り組ませる。 

 いろいろな作業場面において、本人
が必要だと判断する作業を教師と一緒
に考えながら取り組ませる。 

わからないことに対して素直になれないのか、
聞かずに取り組む場面は本日に限ったものでは
ない。本人が見て理解する能力が確かにあるた
め、その範囲内では良いだろうが…。それより
もコミュニケーションを取らずに仕事をしてい
る様子は、いかがであろうか？ 

 
 
 
 
  

Ｇ 

・体調に影響されずに、最後まで集中して
作業に取り組むことができる。 

・仲間同士で言葉をかけ合い、それに応え
ながら協力して作業に取り組むことができ
る。 

体調の善し悪しで仕事の結果が左右
されると、一緒に取り組んでいる仲間
がどのように感じるのかを考えさせな
がら取り組ませる。 

 仲間と協力して仕事を進めて、効率
良い仕事の流れを生み出すことにつな
がるように意識させる。 

「手が痛い」「足が疲れる」など、いろいろな方
法で存在を認めさせるが構わないでいると、そ
のうちにお喋りをしなくなる。 
黙って仕事に取り組むことができる生徒である
ので、お喋りをしないで取り組む価値を教えて
いきたい。 
 

 
 
 
 
  

Ｈ 

・時間内に多くの仕事ができるように、で
きるだけ手早く作業をすることができる。 

・仲間同士で言葉をかけ合い、それに応え
ながら協力して作業に取り組むことができ
る。 

以前の取り組み結果と現在のものを
提示して比較させ、自信を深めて取り
組ませる。 

仲間と応答し合うことが、早く作業が
終わるために必要であることを理解さ
せて取り組ませる。 

指示された方法や仕方に沿って取り組むことが
できる反面、意外に間違って取り組む場面もみ
られる。 
 
 
 

 
 
 
 
  

Ｉ 

・困ったことやわからないことがあった時
には、すぐに相談することができる。 

・仲間同士で声をかけ合い、それに応えな
がら協力したり、状況を見て作業や後片付
けを自分から取り組むことができる。 

すぐに相談して、わからない不安を
打ち消すことができる経験を繰り返さ
せる。 

  いろいろな作業場面において、本人
が必要だと判断する作業を教師と一緒
に考えながら取り組ませる。 

今日は意欲的に取り組むことができたが、連日、
意欲を見せながら仕事ができないので残念であ
る。気持ちがぶれずに力いっぱい取り組むこと
が続けば、それが本人自らを奮い立たせる方法
になるのだが…。 
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平成26年度 産業科2年 作業学習（100回目） 授業メモ 

日 時 平成２７年１月２９日（木）１３：００～１４：３０ 場 所 窯業室 指導者 田中  髙橋  小林睦 

単 元 名 販売実習に向けて 題 材 名 やすりがけ・鋳込み・成形 

 本 単 元 の 指 導 の 重 点 重点 

指導観点 

① 正しい手順や方法で作業を行い、集中力や作業に必要な体力などの基本的な能力を身につけさせる。 ◎ 

② あいさつ、返事、報告などの作業をするのに必要な基礎となる力を身につけさせながら、仲間と協力して取り組む姿勢を育てる。 
応対の仕方など基本的な行動様式を育成する。 

◎ 

③ 健康・安全指導を徹底するとともに、整理整とん、清掃などの習慣を育成する。 ○ 

④ 生産から販売、納品までの流通過程の学習を通し、流通の仕組みを体験させ、働く喜びや意欲の向上を図る。 ○ 

⑤ 「作業強化日」「現場実習」を通し、自ら課題を理解するとともに、課題解決への意欲を高める。  

⑥ 販売学習を通し、実践的な態度や勤労意欲を育成する。  

本時の目標 
①成形、やすりがけ、泥しょう作りなどの作業に最後まで集中して取り組むことができる 。 

②仲間の存在を意識しながら、その仕事ぶりに合った行動をするなど、常に協力して作業に取り組むことができる。 

時 刻 学 習 活 動 教材・教具 

１３：００ ＜始業前準備＞ 
・入室、道具準備、身だしなみの最終確認 
＜始業＞ 
・始業の挨拶、田中先生より作業内容と分担、目標の確認、次に他の先生方から何かあれば一言 
    

＜生徒服装・持ち物＞ 
・作業服、エプロン、タオル 

・作業日誌ファイル 
・メモ帳（必要な者のみ） 
・筆記用具 

１３：１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１３：５５ 

＜作業開始＞ 
＜やすりがけ＞  作業室１   ※田中先生 
   C ・・・長皿（黒土） 
＜鋳込み＞  ※田中先生 
   F・・・丸小鉢・六角小鉢・丸皿・湯呑み 
＜成形＞  ※ 田中先生  髙橋先生  小林睦先生 
   A ・・・八角皿（白土） 
   B ・・・コーヒーカップ（白土） 
   G ・・・茶碗（赤土） 
   E・・・カフェオレカップ（白土） 
   D H I ・・・プレート皿（白土） 
 

＜清掃＞ ２５分で完了するように、協力して取り組ませる。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
    

１４：２０ ＜反省・終業＞ 
   田中先生から → 髙橋先生 → 小林睦先生 

 

   

記録 
Ａ 八角皿を２枚完成させる。２枚とも丁寧で、集中力も続いていた。効

率よく時間を使っており、隙間の時間で使わない道具を拭いたりする
など、常に考えて行動していた。 
返事などは気を抜いてしまう時があり、勿体ない。 

 Ｆ 前回はずした鋳込み製品を修正するが、時間を要する。取り組み具合
を見ている指導者と視線が合った時には、指先で指し示して確認する
仕草をして取り組みを繰り返す動作が見られる。けっして怠けている
のを隠す動きではないが、何か不自然に見える。 
 

 Ｂ 途中経過のカップが柔らかく、乾燥させている間に別のカップを最初
から作り始める。何度か板が入らないと苦戦していたが２個を完成さ
せた。コツも掴んでおり、上から下にかけて力を抜いて行くようボウ
ズを滑らせるという工夫をしていた。 

 Ｇ 側部分の高さ(80mm 以上)を意識して作り始め、深さ(65mm 以上)と直
径(120～130mm)を意識しながら仕上げている。ここ３回ほど、同じサ
イズで仕上げることができている。口縁を切り取る際、切針の深さが
不十分だったために苦戦したが、何とか修正して仕上げた。 
 

 Ｃ 掃除の時にモップを絞ろうとしたが人手が足りず困っていたものの、
隣にいたＢのやり方を見て自分から真似しようとする場面があった。
自分にはできないと判断してすぐに小松Ｔに「持ってください」と言
えたのはかなりの進歩。 
 

 Ｈ  
 （実習中） 
 
 
    

 Ｄ 報告や返事など、声の大きさに関して「悪い」とはいえない。動きの
面でも悪い箇所は目立たないが、次週から実習に出る人間の働きぶり
には見えない。「実習先から良い評価をもらおう」と考えていないよう
な感じがする。 

 Ｉ  
 （欠席） 
 
 
    

 Ｅ １個完成。トースカンで上部を切り取る際にぶれてしまい、そこから
立て続けにミスを起こす。しかし、本人納得いかない出来だと言うも
のの、作品自体は持ち直しており綺麗な仕上がり。声の大きさなどと
ても良い。 

  
 
 
 

 

新提案 

資料２ 
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前時・平成２７年 １月２８日（水）の記録・評価 【単元：販売実習に向けて  】 

  目 標 手立て 記録・評価 備考 

Ａ 

作
業 

製作では最後まで丁寧に 
作業中は最後まで集中して 

・言葉がけして意識させる 

・なごませる言葉をかけて気づかせる 

作業までから３枚以上作ると言っていたとおり作り上げ
ることができた。 

 

態
度 

言葉をかけ合って協力する ・言葉がけの必要性を伝える 

 

 

仲間を軽視（？）する様子が見られる。考え方が尐し変
化してきているのだろうか。 

Ｂ 

作
業 

将来の生活を思い描きながら、 

作業の終了まで全力で取り組む 

・言葉がけして自立した姿を意識させる 毎回意識していたであろう「側板が尐し傾いたコーヒー

カップ」に見られる製品を作りだした。 

 

態
度 

アドバイスや支えるなど援助す

ることができる 
互いに協力して作業を進める 

・仲間と協力するよう言葉がけする 体調が悪い中でも、力を抜かずに最後までしっかりと取

り組むことができた。 

Ｃ 

作
業 

作業を成し遂げるために必要な 
自分の課題を意識しながら 

・課題や注意点を示す 

・メモさせる 

理解不足もあり、やすりがけの方向を間違えた。しかし、
落ち込まずに次に指示された部分をかけ続けた。 

 

態
度 

仲間に言葉をかけ合いながら 

状況を判断して取り組む 
 

・判断するヒントを与える 

・うまくできたらほめる 

 

Ｄ 

作
業 

常に丁寧に行う 
作業場に合った声量や明るさで

返事や報告 

・声量や明るさが不適切な時は指導 指押しの線が太いままである。押し込む力量と回数が不
足している。 

 

態
度 

誰とでも言葉をかけ合って協力 

効率よく作業に取り組む 
 

・常に言葉がけして意識させる 板伸ばしの場面、手早さが尐し見られている。実習へ出

る直前の気持ちの表れであろうか。 

Ｅ 

作
業 

正確に手早く取り組む 
作業場に合った声の大きさや明

るさで返事や報告 

・目標の時刻を設定する 

・常に言葉がけして意識させる 

 

  

態
度 

誰とでも言葉をかけ合って協力 

効率よく作業に取り組む 

・不適切時は例示しながら指導 

 

周囲の動きと実習へ行く意識のため、自分の仕事がおろ

そかになっていた。後半は持ち直していたが・・・。 

Ｆ 

作
業 

指示内容を正しく理解 
不確実には再確認をしながら 

・正しく理解したかどうか確認する 

・不適切時は指導 

比較的、手早さはない。コンテナに保管している修正前
の製品を一番奥から取り出して修正しようとして制止さ

れ、一番手前の製品を不平なく修正し始める。 

 

態
度 

仲間に言葉をかけ合いながら 

状況を判断して取り組む 

・言い方や表情が不適切なときは例示し

ながら指導 

 

取り組んだ作業種の結果を聞かれるまで報告しない。ダ

メな面が見られ続けているので、そんなことではいけな
いという指示には、元気よく「ハイ！」。 

Ｇ 

作
業 

体調や気分に左右されないで 
最後まで気持ちを集中させる 

・言葉がけして意識させる 

・できた時はほめる 

一時、手に負えるかどうかギリギリの場面ではアピール
は見られなかったが、今は「なんとか乗り切れる」状況
なので、そこからくる気持ちの高まりなのではないか？ 

 

態
度 

誰とでも言葉をかけ合って協力 
効率よく作業に取り組む 

・効果ある言葉をかけた時はほめる  

Ｈ 

作
業 

手早く正確に取り組む 

返事や報告は適度な間隔で 

・常に言葉がけして意識させる 

・できた時はほめる 

  

 実習中 

態
度 

仲間に言葉をかけ合いながら 
状況を判断して取り組む 

・言葉がたりないなど、不適切な時は 

 例示して指導 

  

Ｉ 

作
業 

困った時やわからない場面で
は、すぐに相談する 

 

・メモさせる 

・正しく対応できたときはほめる 

安定してほぼ正確な製品を作り出すことができている。  

態
度 

仲間に言葉をかけ合いながら 
状況を判断して取り組む 

・言葉がたりないなど、不適切な時は 

 例示して指導 

状況の変化にも揺さぶられることなく、仕事に取り組む
ことができていた。 

前時の 

目標 

① 最後まで集中してやすりがけ作業を続けたり、新たな製品の成形工程を覚えることができる。＜授業者評価：○＞ 

② 仲間の存在を意識しながら、その仕事ぶりに合った行動をするなど、常に協力して作業に取り組むことができる。＜授業者評価：△＞ 
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資料３ 
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資料４－１ 
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資料４－２ 
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資料５ 
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資料６ 

新しい様式 

   

 

 

 

 

 

・個別のファイル(個別の指導目標を記載) 

    

 

 

 

 

 

 

・総合版ファイル 

   

 

 

 

 

 

 

個人ファイルと全員の評価がまとめ

られる『総合版』ファイルがある。 
個人ファイルに評価を下の図のよう

に入力する。 

本時での様子を踏まえ、次時で重点的に指導することを入力する。 

総合版ファイルを開き、セ

キュリティの警告の｢オプシ

ョン｣をクリックし、｢このコ

ンテンツを有効にする｣を選

択し OK をクリックすると、

全員分の個人ファイルに入力

したものが総合版ファイルに

コピーされる。 
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総合版ファイル全体 

 


